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【 請 求 項 １ 】

Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】

Ａ Ｃ
型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 お よ び コ ン ピ ュ ー タ 端 末 等 の 画 像 表 示 に 用 い る Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ
マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル （ 以 下 、 パ ネ ル と い う ） の 一 部 斜 視 図 を 図 ２ に
示 す 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 一 の ガ ラ ス 基 板 １ 上 に は 誘 電 体 層 ２ お よ び 保 護 膜 ３ で 覆 わ れ

走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 デ ー タ 電 極 が 形 成 さ れ た 別 の
基 板 と を 対 向 配 置 し て Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と し 、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド に
よ り １ フ ィ ー ル ド 期 間 を 構 成 し て 階 調 表 示 を 行 う 駆 動 方 法 に お い て 、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル
ド は 、 少 な く と も 走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 初 期 化 放 電 を 起 こ す 初 期 化 期
間 と 、 こ の 初 期 化 期 間 後 に 前 記 走 査 電 極 に 走 査 パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る と と も に デ ー タ 電 極
に 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る 書 き 込 み 期 間 と 、 こ の 書 き 込 み 期 間 後 に 走 査 電 極 お よ び
維 持 電 極 に 維 持 パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 維 持 放 電 を 起 こ す 維 持 動 作 を 行 う 維 持 期 間 と を 有 し
、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち 少 な く と も １ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 維 持 期 間 の 最 終
の 維 持 動 作 時 に 、 デ ー タ 電 極 と 走 査 電 極 と の 間 に 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 電 圧 を 印 加 す る こ
と に よ り 、 そ の サ ブ フ ィ ー ル ド に 続 く 次 の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 初 期 化 動 作 を 行 わ せ 、
直 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 維 持 放 電 を 行 っ た 放 電 セ ル に お い て の み 初 期 化 放 電 を 起 こ す よ う
に 制 御 す る

複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち 少 な く と も １ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間
は 、 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド お け る 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動 作 時 に デ ー タ 電 極 と 走 査 電 極 と の
間 に 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 電 圧 を 印 加 し 、 そ の 維 持 動 作 終 了 後 、 維 持 電 極 に 正 電 圧 を 印 加
す る と と も に 走 査 電 極 に 維 持 電 極 に 対 し て 放 電 開 始 電 圧 以 下 と な る 電 圧 か ら 放 電 開 始 電 圧
を 超 え る 電 圧 に 向 か っ て 変 化 す る 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の



た 走 査 電 極 ４ と 維 持 電 極 ５ と が 対 を 成 し て 互 い に 平 行 に 付 設 さ れ て い る 。 第 二 の ガ ラ ス 基
板 ６ 上 に は 絶 縁 体 層 ７ で 覆 わ れ た 複 数 の デ ー タ 電 極 ８ が 付 設 さ れ 、 こ れ ら デ ー タ 電 極 ８ の
各 間 の 絶 縁 体 層 ７ 上 に は デ ー タ 電 極 ８ と 平 行 し て 隔 壁 ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 体
層 ７ の 表 面 お よ び 隔 壁 ９ の 両 側 面 に 蛍 光 体 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 第 一 の ガ ラ ス 基 板 １ と
第 二 の ガ ラ ス 基 板 ６ と は 、 走 査 電 極 ４ お よ び 維 持 電 極 ５ と デ ー タ 電 極 ８ と が 直 交 す る よ う
に 、 放 電 空 間 １ １ を 挟 ん で 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。 放 電 空 間 １ １ に は 、 放 電 ガ ス と し て
、 ヘ リ ウ ム 、 ネ オ ン 、 ア ル ゴ ン お よ び キ セ ノ ン の う ち 少 な く と も １ 種 類 の 希 ガ ス が 封 入 さ
れ て い る 。 隣 接 す る 二 つ の 隔 壁 ９ に 挟 ま れ 、 デ ー タ 電 極 ８ と 対 向 す る 対 を な す 走 査 電 極 ４
と 維 持 電 極 ５ と の 交 差 部 の 放 電 空 間 に は 放 電 セ ル １ ２ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
次 に 、 こ の パ ネ ル の 電 極 配 列 図 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の パ ネ ル の 電 極 配 列
は Ｍ × Ｎ の マ ト リ ッ ク ス 構 成 で あ り 、 列 方 向 に は Ｍ 列 の デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M が 配 列 さ れ て
お り 、 行 方 向 に は Ｎ 行 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N が 配
列 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 し た 放 電 セ ル １ ２ は 図 ３ に 示 す よ う な 領 域 に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 従 来 の 駆 動 方 法 の 動 作 駆 動 タ イ ミ ン グ 図 を 図 ４ に 示 す 。 こ の
駆 動 方 法 は ２ ５ ６ 階 調 の 階 調 表 示 を 行 う た め の も の で あ り 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を ８ 個 の サ
ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 し て い る 。 以 下 、 従 来 の パ ネ ル の 駆 動 方 法 に つ い て 図 ２ な い し 図 ４ を
用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ な い し 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド は 初 期 化 期 間 、 書 き 込 み 期 間 、 維 持
期 間 お よ び 消 去 期 間 か ら そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て い る 。 ま ず 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る
動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 初 期 化 期 間 の 前 半 の 初 期 化 動 作 に お い て 、 全 て の デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M

お よ び 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N を ０ （ Ｖ ） に 保 持 し 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～
Ｓ Ｃ Ｎ N に は 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 対 し て 放 電 開 始 電 圧 以 下 の 電 圧 Ｖ ｐ （
Ｖ ） か ら 、 そ の 放 電 開 始 電 圧 を 越 え る 電 圧 Ｖ ｒ （ Ｖ ） に 向 か っ て 緩 や か に 上 昇 す る ラ ン プ
電 圧 を 印 加 す る 。 こ の ラ ン プ 電 圧 が 上 昇 す る 間 に 、 全 て の 放 電 セ ル １ ２ に お い て 、 全 て の
走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N か ら 全 て の デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M お よ び 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1

～ Ｓ Ｕ Ｓ N に そ れ ぞ れ 一 回 目 の 微 弱 な 初 期 化 放 電 が 起 こ り 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ
Ｎ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る と と も に 、 全 て の デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M

上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 お よ び 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に は 正
の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 初 期 化 期 間 の 後 半 の 初 期 化 動 作 に お い て 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N を 正
電 圧 Ｖ ｈ （ Ｖ ） に 保 ち 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に は 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1

～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 対 す る 放 電 開 始 電 圧 以 下 の 電 圧 Ｖ ｑ （ Ｖ ） か ら 放 電 開 始 電 圧 を 越 え る ０ （ Ｖ
） に 向 か っ て 緩 や か に 下 降 す る ラ ン プ 電 圧 を 印 加 す る 。 こ の ラ ン プ 電 圧 が 下 降 す る 間 に 、
再 び 全 て の 放 電 セ ル １ ２ に お い て 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N か ら 全 て の 走 査 電 極
Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に そ れ ぞ れ 二 回 目 の 微 弱 な 初 期 化 放 電 が 起 こ り 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ

1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧 お よ び 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ
Ｕ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 が 弱 め ら れ る 。 一 方 、 全 て の デ ー タ 電 極
Ｄ 1 ～ Ｄ M 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 は そ の ま ま 保 た れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 上 に よ り 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 の 書 き 込 み 期 間 の 書 き 込 み 動 作 に お い て 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N を Ｖ ｓ （ Ｖ
） に 保 持 し 、 デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M の う ち 、 一 行 目 に 表 示 す べ き 放 電 セ ル １ ２ に 対 応 す る 所
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定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j （ ｊ は １ ～ Ｍ の 整 数 を 表 す ） に 正 の 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ W （ Ｖ ） を
、 一 行 目 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 に 走 査 パ ル ス 電 圧 ０ （ Ｖ ） を そ れ ぞ れ 印 加 す る 。 こ の と き 、
所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 と の 交 差 部 に お け る 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 と 走 査 電 極
Ｓ Ｃ Ｎ 1 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の 間 の 電 圧 は 、 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ W （ Ｖ ） に デ ー タ 電
極 Ｄ 1 ～ Ｄ M 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な る た め 、
こ の 交 差 部 に お い て 、 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 と の 間 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ
Ｓ 1 と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 と の 間 に 書 き 込 み 放 電 が 起 こ り 、 こ の 交 差 部 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 上
の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 負 の 壁 電
圧 が 蓄 積 さ れ 、 デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M の う ち 、 二 行 目 に 表 示 す べ き 放 電 セ ル １ ２ に 対 応 す る 所 定 の デ
ー タ 電 極 Ｄ j に 正 の 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ W （ Ｖ ） を 、 二 行 目 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 2 に 走 査
パ ル ス 電 圧 ０ （ Ｖ ） を そ れ ぞ れ 印 加 す る 。 こ の と き 、 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j と 走 査 電 極 Ｓ
Ｃ Ｎ 2 と の 交 差 部 に お け る 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 2 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の 間
の 電 圧 は 、 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ W （ Ｖ ） に 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面
に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な る た め 、 こ の 交 差 部 に お い て 、 所 定 の デ ー
タ 電 極 Ｄ j と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 2 と の 間 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 2 と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 2 と の 間 に 書
き 込 み 放 電 が 起 こ り 、 こ の 交 差 部 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 2 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄
積 さ れ 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 2 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
同 様 な 動 作 が 引 き 続 い て 行 わ れ 、 最 後 に 、 デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M の う ち 、 Ｎ 行 目 に 表 示 す べ
き 放 電 セ ル １ ２ に 対 応 す る 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j に 正 の 書 き 込 み パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ W （ Ｖ ） を
、 Ｎ 行 目 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ N に 走 査 パ ル ス 電 圧 ０ （ Ｖ ） を そ れ ぞ れ 印 加 す る 。 こ の と き 、
所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ N と の 交 差 部 に お い て 、 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j と 走
査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ N と の 間 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ N と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ N と の 間 に 書 き 込 み 放 電 が
起 こ り 、 こ の 交 差 部 の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ N 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 維 持
電 極 Ｓ Ｕ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 所 定 の デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体
層 ７ の 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 に よ り 書 き 込 み 期 間 に お け る 書 き 込 み 動 作 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
続 く 維 持 期 間 に お い て 、 先 ず 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1

～ Ｓ Ｕ Ｓ N を ０ （ Ｖ ） に 一 旦 戻 し た 後 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 正 の 維 持 パ ル
ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 印 加 す る と 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル １ ２ に お け る 走 査 電
極 Ｓ Ｃ Ｎ i （ ｉ は １ ～ Ｎ の 整 数 と す る ） 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜
３ の 表 面 と の 間 の 電 圧 は 、 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） に 、 書 き 込 み 期 間 に お い て 蓄 積 さ
れ た 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上
の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な り 、 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る
。 こ の た め 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お い て 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と 維 持 電 極 Ｓ
Ｕ Ｓ i と の 間 に 維 持 放 電 が 起 こ り 、 こ の 放 電 セ ル に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表
面 に は 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に は 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積
さ れ る 。 そ の 後 、 維 持 パ ル ス 電 圧 は ０ （ Ｖ ） に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
続 い て 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 正 の 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 印 加 す る
と 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お け る 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と 走
査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の 間 の 電 圧 は 、 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） に 、 直
前 の 維 持 放 電 に よ っ て 蓄 積 さ れ た 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 の 負 の 壁 電 圧 お よ び
維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 の 正 の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な る 。 こ の た め 、 書
き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お い て 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と の 間 に 維
持 放 電 が 起 こ る こ と に よ り 、 そ の 放 電 セ ル に お け る 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に
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負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
そ の 後 、 維 持 パ ル ス 電 圧 は ０ （ Ｖ ） に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 降 同 様 に 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N と に 正
の 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 交 互 に 印 加 す る こ と に よ り 、 維 持 放 電 が 継 続 し て 行 わ れ
、 維 持 期 間 の 最 終 に お い て 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 正 の 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ
ｍ （ Ｖ ） を 印 加 す る と 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の
保 護 膜 ３ の 表 面 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の 間 の 電 圧 は 、 維 持 パ ル ス 電 圧
＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） に 、 直 前 の 維 持 放 電 に よ っ て 蓄 積 さ れ た 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面
の 正 の 壁 電 圧 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 の 負 の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な る
。 こ の た め 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お い て 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と 維 持 電 極 Ｓ
Ｕ Ｓ i と の 間 に 維 持 放 電 が 起 こ る こ と に よ り 、 そ の 放 電 セ ル に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の
保 護 膜 ３ 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧
が 蓄 積 さ れ る 。 そ の 後 、 維 持 パ ル ス 電 圧 は ０ （ Ｖ ） に 戻 る 。 以 上 に よ り 維 持 期 間 の 維 持 動
作 が 終 了 す る 。 こ の 維 持 放 電 に よ り 発 生 す る 紫 外 線 で 励 起 さ れ た 蛍 光 体 １ ０ か ら の 可 視 発
光 を 表 示 に 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
続 く 消 去 期 間 に お い て 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に ０ （ Ｖ ） か ら ＋ Ｖ ｅ （ Ｖ ） に
向 か っ て 緩 や か に 上 昇 す る ラ ン プ 電 圧 を 印 加 す る と 、 維 持 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル １ ２ に
お い て 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の
間 の 電 圧 は 、 維 持 期 間 の 最 終 時 点 に お け る 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ
れ た 負 の 壁 電 圧 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 が こ の
ラ ン プ 電 圧 に 加 算 さ れ た も の と な る 。 こ の た め 、 維 持 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル に お い て 、
維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と の 間 に 微 弱 な 消 去 放 電 が 起 こ り 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i

上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ
れ た 正 の 壁 電 圧 が 弱 め ら れ て 維 持 放 電 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 に よ り 消 去 期 間 に お け る 消 去 動 作 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
た だ し 、 以 上 の 動 作 に お い て 、 表 示 が 行 わ れ な い 放 電 セ ル に 関 し て は 、 初 期 化 期 間 に 初 期
化 放 電 は 起 こ る が 、 書 き 込 み 放 電 、 維 持 放 電 お よ び 消 去 放 電 は 行 わ れ ず 、 表 示 が 行 わ れ な
い 放 電 セ ル の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i の 保 護 膜 ３ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 壁 電 圧 、
お よ び デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 壁 電 圧 は 、 初 期 化 期 間 の 終 了 時
の 状 態 の ま ま 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の 全 て の 動 作 に よ り 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 一 画 面 が 表 示 さ れ る 。 以 下 、 同 様
な 動 作 が 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド か ら 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド に わ た っ て 行 わ れ る 。 こ れ ら
の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て 表 示 さ れ る 放 電 セ ル の 輝 度 は 、 維 持 パ ル ス 電 圧 ＋ Ｖ ｍ （ Ｖ ） の
印 加 回 数 に よ り 定 ま る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 維 持 パ ル ス 電 圧
の 印 加 回 数 を 適 宜 設 定 し て 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 に 維 持 放 電 に よ る 輝 度 が ２ 0 、 ２ 1 、 ２ 2 、
・ ・ ・ ２ 7 で あ る ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 す る こ と に よ り 、 ２ 8 ＝ ２ ５ ６ 階 調 の 階 調 表
示 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 説 明 し た 従 来 の 駆 動 方 法 に お い て は 、 パ ネ ル に 表 示 す る 放 電 セ ル が 全 く な い 、 い わ ゆ
る 黒 画 面 の 表 示 に お い て は 、 書 き 込 み 期 間 の 書 き 込 み 放 電 、 維 持 期 間 の 維 持 放 電 お よ び 消
去 期 間 の 消 去 放 電 が 起 こ ら ず 、 初 期 化 期 間 の 初 期 化 放 電 の み が 起 こ り 、 こ の 初 期 化 放 電 が
微 弱 で あ り 、 そ の 放 電 発 光 も ま た 微 弱 で あ る た め に 、 パ ネ ル の コ ン ト ラ ス ト が 高 い と い う
特 長 が あ る 。 例 え ば 、 ４ ８ ０ 行 、 ８ ５ ２ × ３ 列 の マ ト リ ッ ク ス 構 成 を 成 す ４ ２ イ ン チ Ａ Ｃ
型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に お い て 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構
成 し て ２ ５ ６ 階 調 表 示 を 行 っ た 場 合 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に お け る 二 回 の 初 期
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化 放 電 に よ る 発 光 輝 度 は ０ ． １ ５ ｃ ｄ ／ ｍ 2 で あ っ た 。 し た が っ て 、 ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル
ド で の 合 計 は ０ ． １ ５ × ８ ＝ １ ． ２ ｃ ｄ ／ ｍ 2 と な り 、 最 大 輝 度 は ４ ２ ０ ｃ ｄ ／ ｍ 2 で あ る
の で 、 こ の パ ネ ル の コ ン ト ラ ス ト は ４ ２ ０ ／ １ ． ２ ： １ ＝ ３ ５ ０ ： １ と な り 、 か な り 高 い
値 の コ ン ト ラ ス ト が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 述 の 従 来 の 駆 動 方 法 に お い て は 、 通 常 の 照 明 下 で パ ネ ル 表 示 を 行 っ た 場 合 に は
か な り 高 い コ ン ト ラ ス ト が 得 ら れ て い る が 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 毎 に 必 ず 二 回 の 初 期 化 放 電 が
起 こ る た め 、 周 囲 が 暗 い 所 で パ ネ ル 表 示 す る 場 合 に は 、 こ の 微 弱 な 初 期 化 放 電 に よ る 発 光
で さ え も 目 立 つ ほ ど 輝 度 が 高 く 、 あ ま り 明 る く な い 場 所 で パ ネ ル 表 示 す る 場 合 の 黒 表 示 の
視 認 性 が 悪 い と い う 大 き な 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法
は 、

も の で あ る 。 こ の 方 法 に よ り 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド 以 降 の サ ブ フ ィ ー ル ド で は 、 直 前
の サ ブ フ ィ ー ル ド で 表 示 を 行 っ た 放 電 セ ル に お い て の み 初 期 化 放 電 を 起 こ し 、 表 示 を 行 わ
な い 放 電 セ ル に お い て は 初 期 化 放 電 を 起 こ ら な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 用 い る Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル （ 以 下 、 パ ネ ル と い う ） は 従 来 例 と し
て 図 ２ に 示 し た も の と 同 じ で あ る 。 ま た 、 こ の パ ネ ル の 電 極 配 列 図 は 図 ３ に 示 し た も の と
同 じ で あ る 。 し た が っ て 、 そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る パ ネ ル の 駆 動 方 法 に つ い て 説
明 す る 。 図 １ は そ の 駆 動 方 法 の 動 作 駆 動 タ イ ミ ン グ 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 は 、 初 期 化 期 間 、 書 き 込 み 期 間 、 維 持 期 間 お よ び 消
去 期 間 を 有 す る 第 １ な い し 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て ２ ５ ６
階 調 の 表 示 を 行 う も の で あ る 。 こ れ ら ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル
ド を 除 く ７ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て 、 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 を 、 前 の サ ブ フ ィ ー ル
ド の 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動 作 と 同 時 に 行 う よ う に し て い る 。 す な わ ち 、 第 １ の サ ブ フ ィ
ー ル ド に お い て は 、 初 期 化 期 間 が 独 立 し て 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 書 き 込 み 期 間 、 維 持 期
間 が 設 け ら れ て い る が 、 消 去 期 間 が 設 け ら れ て い な い 。 ま た 、 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 パ ル
ス 電 圧 印 加 に よ る 維 持 動 作 と 同 時 に 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 が
行 わ れ て い る 。 続 く 第 ３ な い し 第 ７ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て も 同 様 に 初 期 化 期 間 、 書 き
込 み 期 間 、 維 持 期 間 が 設 け ら れ て い る が 、 消 去 期 間 が 設 け ら れ て お ら ず 、 初 期 化 期 間 の 初
期 化 動 作 は 、 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動 作 と 同 時 に 行 わ れ て い る 。 ま
た 、 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て は 、 維 持 期 間 が 独 立 し て 設 け ら れ て お り 、 維 持 期 間 の
後 に 消 去 期 間 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動
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走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 デ ー タ 電 極 が 形 成 さ れ た 別 の 基 板 と を
対 向 配 置 し て Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と し 、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド に よ り １ フ
ィ ー ル ド 期 間 を 構 成 し て 階 調 表 示 を 行 う 駆 動 方 法 に お い て 、 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド は 、 少
な く と も 走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 初 期 化 放 電 を 起 こ す 初 期 化 期 間 と 、 こ
の 初 期 化 期 間 後 に 前 記 走 査 電 極 に 走 査 パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る と と も に デ ー タ 電 極 に 書 き 込
み パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る 書 き 込 み 期 間 と 、 こ の 書 き 込 み 期 間 後 に 走 査 電 極 お よ び 維 持 電 極
に 維 持 パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 維 持 放 電 を 起 こ す 維 持 動 作 を 行 う 維 持 期 間 と を 有 し 、 複 数 の
サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち 少 な く と も １ つ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動
作 時 に 、 デ ー タ 電 極 と 走 査 電 極 と の 間 に 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り
、 そ の サ ブ フ ィ ー ル ド に 続 く 次 の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 初 期 化 動 作 を 行 わ せ 、 直 前 の サ
ブ フ ィ ー ル ド で 維 持 放 電 を 行 っ た 放 電 セ ル に お い て の み 初 期 化 放 電 を 起 こ す よ う に 制 御 す
る



作 は 、 第 ７ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動 作 と 同 時 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ に お い て 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 、 書 き 込 み 期 間 お よ び 維 持 期 間 の 最 終
部 ま で の 動 作 は 、 従 来 例 で 説 明 し た 動 作 と 同 じ で あ る の で 、 そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。 維
持 期 間 の 最 終 部 の 動 作 と 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 動 作 と が 同 時 に 行 わ れ て い
る 点 に つ い て は 、 本 発 明 の 主 眼 で あ る の で 図 １ な い し 図 ３ を 用 い て 以 下 に 詳 し く 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 最 終 部 と 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド
の 初 期 化 期 間 の 前 半 と が 重 な っ て お り 、 こ の 重 な っ た 期 間 に お い て 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ
Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 正 の パ ル ス 電 圧 Ｖ ｒ （ Ｖ ） を 印 加 し 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に
（ Ｖ ｒ － Ｖ ｍ ） （ Ｖ ） の 正 の パ ル ス 電 圧 を 印 加 す る 。 引 き 続 い て 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド
の 初 期 化 期 間 の 後 半 に お い て 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 正 電 圧 Ｖ ｈ （ Ｖ ） を 印
加 し 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 、 電 圧 Ｖ ｑ （ Ｖ ） か ら ０ （ Ｖ ） に 向 か っ て 緩 や
か に 下 降 す る ラ ン プ 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 動 作 に お い て 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 の 最 終 部 の 動 作 に 着 目 す る と 、 全
て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N と の 間 の 電 圧 は 、 Ｖ ｒ
－ （ Ｖ ｒ － Ｖ ｍ ） ＝ Ｖ ｍ （ Ｖ ） と な り 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 全 て の 維 持 電
極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N と の 間 の 関 係 は 、 維 持 期 間 の 最 終 部 よ り も 前 の 動 作 と 同 様 に 、 全 て の
維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N を ０ （ Ｖ ） と し 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 正 の 維 持
パ ル ス 電 圧 Ｖ ｍ （ Ｖ ） を 印 加 し て い る 場 合 と 等 価 に な る 。 こ の た め 、 従 来 例 に お い て 説 明
し た よ う に 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル １ ２ に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i （ ｉ は １ ～
Ｎ の 整 数 と す る ） 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 と の 間 の 電
圧 は 、 維 持 パ ル ス 電 圧 Ｖ ｍ （ Ｖ ） に 、 そ の 放 電 セ ル １ ２ に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保
護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 蓄 積 さ れ た 負
の 壁 電 圧 が 加 算 さ れ た も の と な り 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 。 こ の た め 、 書 き 込 み 放 電 を 起 こ
し た 放 電 セ ル １ ２ に お い て 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i と の 間 に 維 持 放 電 が 起 こ
り 、 そ の 放 電 セ ル １ ２ に お け る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ
れ 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ 表 面 に 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。 し た が っ て 、 従 来 例
で 述 べ た も の と 同 様 に 最 終 の 維 持 動 作 が 行 わ れ る 。 ま た 、 書 き 込 み が な か っ た 放 電 セ ル に
つ い て は こ の よ う な 維 持 放 電 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に 着 目 す る と 、 こ の 初 期 化 期 間 の 前 半 の 初 期 化
動 作 に お い て 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 全 て の デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M と の 間 の 電
圧 は Ｖ ｒ （ Ｖ ） と な り 、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ
Ｕ Ｓ N と の 間 の 電 圧 は Ｖ ｍ （ Ｖ ） と な る 。 書 き 込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル で は 、 デ ー タ
電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 の 電 圧 は 、 Ｖ ｒ （ Ｖ
） と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 と を 加 算 し た も の か ら
、 デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 に 書 き 込 み 動 作 時 に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧 を 引 い
た も の 、 す な わ ち 絶 対 値 で 加 算 し た も の と な り 、 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る 。 こ の た め 、 書 き
込 み 放 電 を 起 こ し た 放 電 セ ル で は 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i か ら デ ー タ 電 極 Ｄ j に 放 電 が 起 こ り 、
こ の 放 電 に 引 き ず ら れ て 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N か ら 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N

に 放 電 が 起 こ り 、 こ れ が 一 回 目 の 初 期 化 放 電 と な り 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表
面 に 負 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ 、 デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i

上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に は 正 の 壁 電 圧 が 蓄 積 さ れ る 。
た だ し 、 こ の 一 回 目 の 初 期 化 放 電 は 微 弱 な も の で は な く 、 や や 強 い 放 電 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 書 き 込 み が 行 わ れ て い な い 放 電 セ ル で は 、 デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 と
走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 の 電 圧 は 、 Ｖ ｒ （ Ｖ ） と 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜
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３ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 と を 加 算 し た も の か ら 、 デ ー タ 電 極 Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７
の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 を 引 い た も の と な り 、 放 電 開 始 電 圧 を 超 え な い 。 こ の た め
、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド で 書 き 込 み が な か っ た 放 電 セ ル で は 、 一 回 目 の 初 期 化 放 電 は 起 こ
ら な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 初 期 化 期 間 の 後 半 の 初 期 化 動 作 は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 初 期 化 期 間 の
後 半 の 動 作 と 同 様 で あ り 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 正 電 圧 Ｖ ｈ （ Ｖ ） を 印 加 し
、 全 て の 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N に 、 全 て の 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N に 対 し て 放 電 開
始 電 圧 以 下 と な る 電 圧 Ｖ ｑ （ Ｖ ） か ら 放 電 開 始 電 圧 を 超 え る ０ （ Ｖ ） に 向 か っ て 緩 や か に
下 降 す る ラ ン プ 電 圧 を 印 加 し て い る 。 こ の ラ ン プ 電 圧 が 下 降 す る 間 に 、 一 回 目 の 初 期 化 放
電 が 起 こ っ た 放 電 セ ル １ ２ に お い て 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i か ら 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i に 二 回 目 の 微
弱 な 初 期 化 放 電 が 起 こ り 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧
お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 正 の 壁 電 圧 が 弱 め ら れ る 。 一 方 、 デ ー タ 電 極
Ｄ j 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 の 正 の 壁 電 圧 は そ の ま ま 保 た れ る 。 一 回 目 の 初 期 化 放 電 が 起 こ
ら な か っ た 放 電 セ ル に つ い て は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 初 期 化 期 間 の 後 半 の 動 作
に よ り 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ i と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ i 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 の 壁 電 圧 は す で に 弱 め ら
れ て い る た め 上 述 の 二 回 目 の 初 期 化 放 電 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 説 明 か ら わ か る よ う に 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 初 期 化 期 間 の 後 半 の 初 期 化
動 作 は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 最 後 の 維 持 放 電 終 了 後 直 ち に 行 わ れ て お り 、 表 示 を 行 っ
て い る 放 電 セ ル １ ２ に お い て 、 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N か ら 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N

に 微 弱 な 初 期 化 放 電 が 起 こ る こ と に よ り 、 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面
に 蓄 積 さ れ た 負 の 壁 電 圧 お よ び 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 に 蓄 積 さ れ
た 正 の 壁 電 圧 が 弱 め ら れ る の で 、 維 持 放 電 の 消 去 動 作 が 行 わ れ た こ と に な り 、 あ え て 消 去
期 間 を 設 け る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の と き 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド で 表 示 し て い る 放 電 セ ル に お い て 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル
ド で の 初 期 化 期 間 の 前 半 の 初 期 化 動 作 に よ る 一 回 目 の 初 期 化 放 電 は 微 弱 で は な く 、 こ の 初
期 化 放 電 に よ る 輝 度 は 、 初 期 化 期 間 の 後 半 の 初 期 化 動 作 に よ る 二 回 目 の 微 弱 な 初 期 化 放 電
の 輝 度 に 比 べ て か な り 高 く な る 。 し か し 、 こ れ ら 二 回 の 初 期 化 放 電 は 表 示 す る 放 電 セ ル １
２ に お い て の み 行 わ れ る の で 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド で の 初 期 化 放 電 の 輝 度 は 維 持 放 電 の
輝 度 に 上 乗 せ さ れ る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 表 示 が 行 わ れ な い 放 電 セ ル に 関 し て は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に 初 期
化 放 電 は 起 こ る が 、 書 き 込 み 放 電 、 維 持 放 電 お よ び 消 去 放 電 が 行 わ れ ず 、 そ の 放 電 セ ル に
対 応 す る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 維 持 電 極 Ｓ Ｕ Ｓ 1 ～ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 の 壁 電 圧
お よ び デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表 面 の 壁 電 圧 は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初
期 化 期 間 の 終 了 時 の ま ま 保 た れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の 説 明 で 明 ら か な よ う に 、 第 ２ な い し 第 ７ の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て も 消 去 期 間 が 設
け ら れ て い な い が 、 書 き 込 み 動 作 、 維 持 動 作 お よ び 消 去 動 作 と 次 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期
化 動 作 が 確 実 に 行 わ れ る 。 ま た 、 第 ２ の サ ブ フ ィ ー ル ド 以 降 の 各 サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て
、 表 示 が 行 わ れ な い 放 電 セ ル に 関 し て は 、 初 期 化 放 電 、 書 き 込 み 放 電 、 維 持 放 電 お よ び 消
去 放 電 は 行 わ れ ず 、 そ の 放 電 セ ル に 対 応 す る 走 査 電 極 Ｓ Ｃ Ｎ 1 ～ Ｓ Ｃ Ｎ N と 維 持 電 極 群 Ｓ Ｕ
Ｓ 1 ～ Ｓ Ｕ Ｓ N 上 の 保 護 膜 ３ の 表 面 の 壁 電 圧 お よ び デ ー タ 電 極 Ｄ 1 ～ Ｄ M 上 の 絶 縁 体 層 ７ の 表
面 の 壁 電 圧 は 、 各 サ ブ フ ィ ー ル ド の 前 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 終 了 時 の ま ま 保 た
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド に つ い て は 、 単 独 の 維 持 期 間 と 消 去 期 間 を 設 け 、 従 来 例 と 同
様 に 、 通 常 の 維 持 動 作 と 引 き 続 き 消 去 動 作 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 図 １ に 示 し た 第 ８ の サ
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ブ フ ィ ー ル ド の 維 持 期 間 、 消 去 期 間 か ら 、 再 び 次 の 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に
至 る 動 作 は 、 従 来 例 に 示 し た 動 作 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 図 １ に 示 し た 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド に
お け る 初 期 化 期 間 の 微 弱 な 初 期 化 放 電 は 、 パ ネ ル の 表 示 の 有 無 に 関 わ ら ず 行 わ れ る が 、 第
２ の サ ブ フ ィ ー ル ド 以 降 の サ ブ フ ィ ー ル ド に お い て は 、 初 期 化 期 間 の 初 期 化 放 電 は 、 パ ネ
ル の 表 示 を 行 う 放 電 セ ル に 対 し て の み 次 の サ ブ フ ィ ー ル ド に 対 す る 初 期 化 動 作 と し て 行 わ
れ 、 ま た 、 こ の 放 電 の 輝 度 は 維 持 放 電 の 輝 度 に 上 乗 せ さ れ る だ け で あ り 、 表 示 し な い 放 電
セ ル に 対 し て は こ の よ う な 初 期 化 放 電 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
例 え ば 、 ４ ８ ０ 行 、 ８ ５ ２ × ３ 列 の マ ト リ ッ ク ス 構 成 を 成 す ４ ２ イ ン チ Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ
ィ ス プ レ イ パ ネ ル に お い て 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 し て ２ ５ ６
階 調 の 表 示 を 行 っ た 場 合 、 最 大 輝 度 が ４ ２ ０ ｃ ｄ ／ ｍ 2 と な っ た の に 対 し 、 第 １ の サ ブ フ
ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に お け る 二 回 の 初 期 化 放 電 に よ る 輝 度 は ０ ． １ ５ ｃ ｄ ／ ｍ 2 で あ っ
た 。 こ こ で 、 Ｖ ｐ ＝ Ｖ ｑ ＝ Ｖ ｍ ＝ １ ９ ０ Ｖ 、 Ｖ ｒ ＝ ３ ７ ０ Ｖ 、 Ｖ ｓ ＝ ７ ０ Ｖ 、 Ｖ ｈ ＝ ２ １
０ Ｖ と し た 。 こ の 結 果 、 パ ネ ル に 表 示 す べ き 放 電 セ ル が 全 く な い 、 い わ ゆ る 黒 画 面 の 表 示
に お い て は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 放 電 の 発 光 の み が 行 わ れ る の で 、 黒 表 示 の 輝
度 が ０ ． １ ５ ｃ ｄ ／ ｍ 2 と 従 来 の １ ／ ８ と な り 、 薄 暗 い 所 で パ ネ ル を 表 示 し た 場 合 、 従 来
に 比 べ て 黒 表 示 の 視 認 性 が 極 め て 向 上 し た 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る パ ネ ル の コ ン ト ラ
ス ト は ４ ２ ０ ／ ０ ． １ ５ ： １ ＝ ２ ８ ０ ０ ： １ と な り 、 極 め て 高 い 値 の コ ン ト ラ ス ト が 得 ら
れ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
以 上 の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に お い て 印 加 し て い る 電 圧 Ｖ
ｒ （ Ｖ ） と 第 ２ な い し 第 ８ の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 に お い て 印 加 し て い る 電 圧 Ｖ ｒ
（ Ｖ ） を 同 じ 値 と し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 異 な る 値 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 以 上 の 実 施 の 形 態 で は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を 、 初 期 化 期 間 、 書 き 込 み 期 間 お よ び 維
持 期 間 を 有 す る ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド で 構 成 し て 階 調 表 示 を 行 う Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ
レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に お い て 、 ８ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち の ７ 個 の サ ブ フ ィ ー ル ド に
つ い て 、 維 持 期 間 の 最 終 部 の 維 持 動 作 と 次 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 と
を 同 時 に 行 う 駆 動 方 法 に つ い て 説 明 し た が 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間 を 構 成 し て い る サ ブ フ ィ ー
ル ド の 数 、 消 去 期 間 を 設 け な い サ ブ フ ィ ー ル ド の 数 お よ び 維 持 期 間 の 最 終 部 の 維 持 動 作 と
次 の サ ブ フ ィ ー ル ド の 初 期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 と を 同 時 に 行 う サ ブ フ ィ ー ル ド の 数 を 限 定
す る も の で は な い 。 ま た 、 サ ブ フ ィ ー ル ド に お け る 駆 動 波 形 も 限 定 さ れ る も の で は な い 。
さ ら に 、 本 発 明 は 、 他 の 構 成 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に 対 し て も 実 施 す る こ
と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に よ れ ば 、
１ フ ィ ー ル ド を 構 成 し て い る 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド の う ち 少 な く と も １ つ の サ ブ フ ィ ー ル
ド に お け る 維 持 期 間 の 最 終 の 維 持 動 作 と 、 そ の サ ブ フ ィ ー ル ド に 続 く サ ブ フ ィ ー ル ド の 初
期 化 期 間 の 初 期 化 動 作 と を 同 時 に 行 う こ と に よ り 、 パ ネ ル に 表 示 の な い 、 い わ ゆ る 黒 画 面
表 示 に お け る 輝 度 が 極 め て 低 く な る の で 黒 の 視 認 性 が 大 幅 に 向 上 す る と と も に 、 パ ネ ル の
コ ン ト ラ ス ト を 非 常 に 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 示 す
動 作 駆 動 タ イ ミ ン グ 図
【 図 ２ 】 従 来 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 部 分 切 欠 斜 視 図
【 図 ３ 】 従 来 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 配 列 図
【 図 ４ 】 従 来 の Ａ Ｃ 型 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 示 す 動 作 駆 動 タ イ ミ ン グ
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図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 第 一 の ガ ラ ス 基 板
２ 　 誘 電 体 層
３ 　 保 護 膜
４ 　 走 査 電 極
５ 　 維 持 電 極
６ 　 第 二 の ガ ラ ス 基 板
７ 　 絶 縁 体 層
８ 　 デ ー タ 電 極
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